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Abstract  

ThebactericidalactivityofEthylalchol（ethanol）andBenzalkoniumchloride（Osvan），Withsingleor  

mixture，WereeXaminedatvarioustemperatures．EthanoIshowedabactericidaleffectagainstStL4）hylo－  

coccusaureusof58％attemperatureof20℃andof18％at50℃．EthanolkilledEschericiacolicellsby  

36％attemperatureof20℃and16％at50℃．OsvanhadagermicidaleffectagainstS．aureusofO．025％at  

temperatureof20℃andofO．00625％at50℃．whenusedagainstE．coli，Osvanshowedbactericidalactivity  

ofO．4％attemperatureof20℃andofO．05％at50℃．Itcanthereforebesaidthat，aSthetemperature  

roseduringtheexaminations，thebactericidalpotentialofthedisinfectantswasstrengthened．Compari－  

SOnSOftheireffectivenesswhenusedindependentlyorasamixturerevealedthatthemixtureofethanol  

andOsvanwasstrongerintermsofitsgermicidalefEectateachtemperature．  

られている消毒薬である．殺菌力は他の消毒薬に  

比べて強力ではないが，安全性，刺激の少なさ，  

取り扱いの容易さ，安価であることによってエチ  

ルと共に最も良く用いられている．   

これらの消毒薬の殺菌効果の判定は室温での使  

用が基準になっている．使用温度が異なる際の殺  

菌効果の変化についてはよくわかっていない7）．  

もしも各消毒薬の殺菌力が走法よりもさらに増強  

Ⅰ．緒 言  

エチルアルコール（以後エチルと略称する）は  

非常に古くから用いられている消毒薬である．粘  

膜や傷面に対する浸襲作用等の欠点はあるが，殺  

菌力の強さ，即効性，高い安全性，残留性がない，  

などの特性のために広く用いられている．   

オスパンは学校，病院，事業所などで広く用い  
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されるような条件を見いだすことができれば，学  

校の保健室などでの使用の際に有効な支援となる  

だろう．そこで我々はエチル，オスパンの室温で  

の効果をもとに，処理温度をより高くした際に殺  

菌力に差違が生じるかどうかを，それぞれ典型的  

なグラム陰性菌およびグラム陽性菌であり，菌体  

表面の構造が非常に異なるために消毒薬の殺菌効  

果は異なると考えられる，大腸菌とブドウ球菌と  

を指標菌として調べてみようとした．またこれら  

を混合した際には殺菌効果が増強されるが1・2），  

この現象が異なる温度でも起こるかどうかも併せ  

て検討した．  

陽・横田 正義  

また処理時間は15，30，60および120秒で殺菌効  

果の測定を行った．  

5．消毒薬の殺菌効果の判定   

所定の消毒薬濃度になるように各消毒薬と菌液  

とを混合し，一定時間保持した後，その0．1mlを  

採取し2mlの生理食塩水にいれて希釈し，ここ  

から白金耳またはピペットによって採取しトリプ  

トソイ寒天培地に接種した．37℃にて24から4朗寺  

間培養し，試験菌の発育の有無によって殺菌効果  

の判定を行った．普通に発育したものを効果無し  

として－，50～5程度のコロニーを示したものを  

かなり有効として±，発育しなかったものを有効  

として＋と表記した．  
Ⅱ．材料・方法   

1．菌 株   

ブドウ球菌は人粘膜から分離し，大腸菌は河川  

水から分離した．グラム染色の後大腸菌について  

はバイオテスト1号（栄研化学株式会社）を用い  

て同定した．ブドウ球菌は所定の方法によって同  

定した1）．  

Ⅱ．結 果   

1．エチルアルコール（以後エチルと略称する）   

のブドウ球菌および大腸菌に対する殺菌効果   

表1にエチルのブドウ球菌に対する殺菌効果を  

示す．エチルの濃度は14～64％，処理温度は20，  

30，40および50℃だった．表1に示したように20℃  

においては50および52％では120秒，54％では60  

秒，58および62％では15秒で殺菌効果が見られた．  

以後，処理温度を上昇させるに従って，エチルの  

殺菌効果は増強されていった．すなわち30℃にお  

いては36％で60秒，40％では30秒，42％では15秒  

で殺菌効果が見られた．40℃においては24％では  

120秒で，26％では60秒，28％では15秒，30％で  

は15秒で殺菌効果が見られた．50℃においては  

14％では120秒で，16％では30秒で，18％および  

20％では15秒で殺菌効果が見られた．   

表2にエチルの大腸菌に対する殺菌効果を示  

す．エチルの濃度は10～36％，処理温度は20，30，  

40および50℃だった．表2に示したように，20℃  

において32％では120秒，34％では30秒，36％で  

は15秒で殺菌効果が見られた．以後処理温度を上  

昇させると殺菌効果は増強された．すなわち30℃  

においては，26％では30秒で，28％では15秒で殺  

菌効果が見られた．40℃においては，20％で60秒，   

2．培 地   

細菌の増殖と，殺菌効果の判定にはトリプトソ  

イブイヨン培地（栄研化学株式会社）およびトリ  

プトソイ寒天培地（栄研化学株式会社）を用いた．  

3．消毒剤   

消毒薬はエチルアルコール（関東化学株式会社  

；以後エチルと略）および塩化ベンザルコニウム  

［オスパン］（甘槽化学産業株式会社）を用いた．  

4．消毒剤の濃度および処理温度   

殺菌効果の測定はエチルについては，処理温度  

によって濃度が異なるが，ブドウ球菌に対しては  

14～64％，大腸菌に対しては10～36％を用いた．  

オスパンについては処理温度によって濃度が異な  

るが，ブドウ球菌に対しては1．5625×10‾3～1．0  

×10‾1％を，大腸菌に対しては6．25×10‾3～2．0  

×10‾1を用いた．処理温度は20～50℃の範囲で，  
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消毒薬の殺菌効果の研究（第3報）   

表1．ブドウ球菌に対するエチルアルコールの殺菌効果  

温  度  

濃度  20℃  30℃  40℃  

％15索 30 60 120 15 30 60 120 15 30 60  30  60 120  
＋東城   

＋   

＋   

＋  

14  
6
 
8
 
0
 
2
 
 

1
 
1
 
2
 
2
 
 

±
 
＋
 
ト
 
 

±
 
±
 
＋
 
 

一
 
±
 
±
 
＋
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
一
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
十
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
 
±
 
±
 
十
 
 

4
 
6
 
8
 
0
 
2
 
4
 
 

2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
3
 
 

一
一
 
±
 
±
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
一
 
±
 
±
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

■
 
±
 
±
 
＋
 
＋
 
 

一
一
一
一
一
一
 
±
 
±
 
±
 
＋
 
 

6
 
8
 
0
 
2
 
4
 
6
 
8
 
0
 
2
 
4
 
6
 
8
 
0
 
2
 
4
 
 

3
 
3
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
 

※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし ±：かなり有効 ＋：殺菌効果あり  

表2．大腸菌に対するエチルアルコールの殺菌効果  

温  度  

濃度  20℃  30℃  40℃  50℃  

％15載 30 60  30  60 120 15  30  60 120 15  30  60 120  

10  

一
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
 

一
 
＋
 
＋
 
 

■
 
±
 
＋
 
 

一
一
一
一
一
一
 
＋
 
 

2
 
4
 
仁
U
 
8
 
0
 
2
 
4
 
6
 
8
 
0
 
2
 
4
 
6
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

一
 
±
 
十
 
 

一
 
±
 
＋
 
 

一
一
 
＋
 
＋
 
 

一
一
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
一
 
＋
 
＋
 
 

一
一
 
±
 
＋
 
 

※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし ±：かなり有効 ＋：殺菌効果あり  

22％では30秒，24％では15秒で殺菌効果が見られ  

た．又50℃においては，14％で30秒，16％では15  

秒で殺菌効果が見られた．   

各温度でブドウ球菌は大腸菌に比べてエチルに   

対して抵抗性が強かった．特に20℃15秒処理での  

殺菌効果は大腸菌では36％で見られたのに対し，  

ブドウ球菌では64％でなければ見られなかった．  
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表3．ブドウ球菌に対するオスパンの殺菌効果  

温  度  

15索   30   60  120  15   30   60  120  

1．5625×10－3  
3．125×10－3  

±  ＋東城  

±  ±  ＋   

＋  ＋  ＋  ＋   

＋  ＋  ＋  ＋  

6．25 ×10  一
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

1．25 ×10－2  
2．50 ×10－2  
5．0 ×10－2  
1．0 ×10▼1  

＝
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
 

※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし ±：かなり有効 十：殺菌効果あり  

表4．大腸菌に対するオスパンの殺菌効果  

温  度  

15索   30   60  120  15   30   60  120  

1．25×10－2  
2．50×10－2  
5．00×10－2  
1．00×10▼1  
2．00×10▼1  ＋  ＋  

4．00×10▼1 ＋  ＋  ＋  

＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
 

±
 
＋
 
 

一
 
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 ※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし   

2．オスパンのブドウ球菌および大腸菌に対する   

殺菌効果   

表3にオスパンのブドウ球菌に対する殺菌効果  

を示す．オスパンの濃度は1．5625×10‾3％～1×  

102％，処理温度は20℃および50℃だった．表3  

に示したように20℃においては1．25×10‾2％では  

60秒で，2．5×10‾2％では15秒で殺菌効果が見ら  

れた．また50℃においては1．5625×10‾3では60秒，  

3．125×10‾3％では30秒で，6．25×10‾3％では15  

秒で殺菌効果が見られた．処理温度を上昇させる  

と殺菌効果は増強され，50℃では20℃に比べ約8  

倍効果が高まっていた．   

表4にオスパンの大腸菌に対する殺菌効果を示  

す．オスパンの濃度は1．25×10‾2～4．0×10‾1％，  

処理温度は20℃および50℃だった．表4に示した  

ように，20℃においては5．0×10‾2％では120秒，  

2．0×10‾1％では30秒，4．0×10‾1％では15秒で殺  

菌効果が見られた．また50℃においては2．5×  

10‾2％では30秒で，5．0×10‾2％では15秒で殺菌  

効果が見られた．ブドウ球菌の例と同様，処理温  

度を上昇させることにより殺菌効果の増強が見ら  

れた．50℃では20℃に比べて約4～5倍効果が高  

±：かなり有効 ＋：殺菌効果あり  

まっていた．   

オスパンはブドウ球菌に対して殺菌効果が強  

く，大腸菌に比べると20℃および50℃で約10倍殺  

菌効果が高かった．  

3．エチルとオスパンを混合した際のブドウ球菌   

および大腸菌に対する殺菌効果   

表5にエチルとオスパンを混合した際のブドウ  

球菌に対する殺菌効果を示した．エチルは12～  

54％，オスパンは4×10‾4～1．25×10‾2％の濃度  
の範囲で，処理温度は20および50℃を用いた．   

表5に示したように20℃においては，エチル  

42％では，オスパン1．5625×10‾3％～6．25×  
10‾3％では30秒，1．25×10‾2％では15秒で殺菌効  
果が見られた．エチル46％では，オスパン1．5625  

×10‾3％～6．25×10‾3％の混合では15秒で殺菌効  

果が見られた．エチル50％ではオスパン1．5625×  

10‾3％の混合では15秒で，エチル54％ではオスパ  

ン1．5625×10‾3％の混合で15秒で殺菌効果が見ら  

れた．また50℃においてはエチル12％ではオスパ  

ン4．0×10‾4％で120秒，8．0×10‾4％で60秒，1．6  

×10‾3％の混合で30秒，3．2×10‾3％では15秒で   
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表5．ブドウ球菌に対するエタノールおよびオスパンを混合した際の殺  

菌効果  

処  理  温  度  

20℃  50℃  

エタノール％  オスパン 処理  エタノール％  
42 46 50 54  ％  時間 12 14 16  

赤 城  
±
 
＋
 
＋
 
十
 
 

一
 
±
 
±
 
十
 
 

一
一
±
 
±
 
 

一
一
一
±
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

4
 
 

0
 
 

1
 
 

．
〇
×
 
 

4
 
 

十
 
＋
 
＋
 
十
 
 

±
 
＋
 
＋
 
十
 
 

±
 
±
 
＋
 
十
 
 

一
 
±
 
±
 
十
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

1．5625   
×10－3  

一
±
 
±
 
＋
 
 

一
一
±
 
±
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

4
 
 

0
 
 

1
 
 

．
〇
×
 
 

8
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

一
±
 
±
 
＋
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

5
 
1
 
 

1
2
×
 
 

3
 
 ±

 
±
 
＋
 
＋
 
±
 
＋
 
十
 
↓
 
±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

一
±
 
＋
 
＋
 
±
 
＋
 
十
 
＋
 
±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

1
 
 

2
5
×
 
 

6
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

1
 
 

．
6
×
 
 

l
 
 

＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

一
±
 
±
 
＋
 
±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

一
±
 
±
 
＋
 
±
 
±
 
十
 
＋
 
 

一
±
 
±
 
＋
 
±
 
＋
 
十
 
＋
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

2
 
 

0
 
 

1
 
 

2
5
×
 
 

l
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

1
 
 

．
2
×
 
 

3
 
 

＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし ±：かなり有効 ＋：殺菌効果あり  

表6．大腸菌に対するエタノールおよびオスパンを混合した際の殺菌効果  

処  理  温  度  
20℃  50℃  

エタノール％  オスパン 処理  エタノール％  
26 28 30 32   ％  時間 8 10 12 14  

5．0   
×10▼2  

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

3
 
 

0
 
 

5
 
1
 
 

．
2
×
 
 

6
 
 
 

＋
 
 

一
一
一
一
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

0
 
 

1
 
 

0
×
 
 

l
 
 

一
一
＋
 
 

一
一
＋
 
 

一
一
一
一
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

2
 
 

0
 
 

5
 
1
 
 

．
2
×
 
 

l
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

■
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
＋
 
 

↓
 
＋
 
＋
 
↓
 
十
 
＋
 
＋
 
 

±
 
十
 
＋
 
＋
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

0
 
 

1
 
 

0
×
 
 

2
 
 一

十
 
＋
 
＋
 
 

一
一
±
 
＋
 
 

一
一
＋
 
＋
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
6
 
2
 
 

1
 
 

2
 
 

0
 
 

1
 
 

一
」
＼
 
 

2
 
 

＋
 
十
 
＋
 
＋
 
 

※：処理時間（秒）※※；－：殺菌効果なし ±：かなり有効 ＋：殺菌効果あり  

は20℃においてエチル58％，オスパン2．5×  

10‾2％，また50℃においてはエチル18％，オスパ  

ンは6．25×10‾3％であり，エチルとオスパンを混  

合した際には20℃および50℃で，各消毒薬を単独  

使用したよりも殺菌効果は増強された．   

表6にエチルとオスパンを混合した際の，大腸  

菌に対する殺菌効果を示す．エチルは8～32％，  

オスパンは6．25×10‾3～2．0×10‾1％の濃度の組  

み合わせで，処理温度は20℃および50℃で殺菌効  

果を調べた．その結果，表6に示したように20℃  

殺菌効果が見られた．エチル14％ではオスパン4．0  

×10‾4％で60秒，8．0×10‾4％の混合で30秒，1．6  

×10‾3％の混合で30秒，3．2×10‾3％では15秒で  

殺菌効果が見られた．エチル16％ではオスパン4．0  

×10‾4％および8．0×10‾4％の混合で30秒，1．6×  

10‾3％では15秒で殺菌効果が見られた．エチル  

18％では，オスパン4．0×10‾4％および8．0×  

10‾4％の混合で15秒，1．6×10‾3％では15秒で殺  

菌効果が見られた．   

ブドウ球菌に対する各消毒薬単独での殺菌濃度  
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ではエチル26％＋オスパン2．0×10‾1％では15秒  

で，エチル28％＋オスパン1．0×10‾1％では15秒  

で，エチル30％＋オスパン5．0×10‾2％では120秒  

で殺菌効果が見られた．また処理温度50℃におい  

ては，エチル8％＋オスパン2．5×10‾2では60秒，  

エチル10％＋オスパン1．25×10‾2ぉよび，エチル  

12％＋オスパン1．25×10‾2では120秒，エチル14％  

＋オスパン6．25×10‾3では120秒で殺菌効果が見  

られた．各消毒薬単独での殺菌効果は，20℃にお  

いてはエチル34％，オスパン2．0×10‾1％，また  

50℃においてはエチル14％，オスパン2．5×10‾2  

であり，大腸菌に対してエチルとオスパンの混合  

による殺菌効果は増強された．  

陽・横田 正義  

殺菌効果は強まって行く．無効である濃度と有効  

な濃度の範囲の差は大きい．  

以前我々は20℃においてエチルとオスパンの混  

合により相乗効果があることを示したが1・2），  

50℃においてもブドウ球菌および大腸菌ともに相  

乗効果があることが示された．  

我々はエチルおよびオスパンにおいて，単独で  

も混合しても処理温度を上げると殺菌効果が強ま  

ることを示したが，この現象は消毒薬の使用上有  

益であると思われる．北海道においては冬期間寒  

冷で保健室で使用する消毒薬は冷たくなっている  

ことが多いが，我々は温度を上げて使用した方が  

消毒薬の殺菌効果は増強することを本実験で示し  

た．特にオスパンのように作りおいて使用する消  

毒薬は，冬期において使用する際，児童・生徒の，  

冷たく手を洗いにくいという心情を考慮するだけ  

ではなく，消毒効果を有効に発揮させる点からも  

使用時には加温し暖めておくことが必要である．  

Ⅳ．考 察  

エチルアルコール（エチル）はブドウ球菌に対し  

て20℃において58％1・2・4），30℃において42％，40℃  

において28％，50℃において18％で有効と思われる．  

また大腸菌に対しては20℃において36％1・2・4），  

30℃において28％，40℃において24％，50℃にお  

いて16％で殺菌効果が発揮されると思われる．エ  

チルは処理温度が高くなるに従って殺菌効果は増  

強され9）20℃と50℃で比較した場合，ブドウ球菌  

では3．4倍，大腸菌では2．4倍，殺菌力は増加する．  

ただしエチルはブドウ球菌に対して大腸菌よりも  

殺菌力は劣るようである6・7）   

オスパンはエチルと同様，処理温度が高くなる  

に従って殺菌効果は増強され，20℃と50℃を比較  

するとブドウ球菌では約8倍，大腸菌では約4倍，  

効果が増強された．オスパンは大腸菌よりもブドウ  

球菌に対してより殺菌効果が強いと思われ2・3・5・8）  

20℃で8倍，50℃で16倍ブドウ球菌に対して強く  

作用した．   

エチルの殺菌効果には濃度に開催のような現象  

があると考えられる．エチルは効果が全くない濃  

度と有効濃度の範囲の差が非常に小さくある濃度  

から突然殺菌効果が発揮されるように思える．一  

方オスパンの殺菌効果には開催はないようであ  

る．オスパンは濃度と処理時間に比例して徐々に  

Ⅴ．要 約  

エチルアルコール（以後エチルと略称する）と  

塩化ベンザルコニウム（オスパン）の20～50℃に  

おける殺菌効果を，消毒薬単独又は混合して調べ  

た．殺菌効果の指標菌はブドウ球菌と大腸菌を用  

いた．エチルはブドウ球菌に対しては20℃におい  

て58％，50℃において18％，大腸菌に対しては20℃  

において36％，50℃において16％で有効だった．  

オスパンはブドウ球菌に対して20℃において  

0．025％，50℃において0．00625％，大腸菌に対し  

ては20℃において0．4％，50℃において0．05％で  

有効だった．処理温度が上昇するに従って各消毒  

薬の殺菌効果は増強された．エチルとオスパンを  

混合すると20℃，50℃の両方で殺菌効果の増強が  

見られた．  
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